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1，緒　　言

　生綜の比熟としてDie七z玩はo・331（壼源のもとに測定）を木下正雄氏はo，315（源慶35・C

のもとに測定）を得てゐる・元粧灘籔巧鋤酬の齢よ肱るものである、故1姓縄亦
繭縣と同様にFibroin及Sericinより構成さると云ふも爾者の性歌必すしも同一と考へるを

得ない。品種を異にする傷合は勿論假令同一品種で同一條件のもとにト籏させた繭より得た生

細こあつても爾乾弧煮繭、灘　等幾多の操作を受けるものなれば此のr嗣剛鋤調擾を始め

典の他の物理的性質に蓮異を受ける事は既に吾人の雛験せる虞である。蜥る影響は亦比熟にも

及ぼす可きであらう。生綜の物理的嫉貿を研究する一ヒに之等の調査は直接闇接に必要鉄く可ら

ざるものである・依つて此盧に品種・歌態を異にせる繭及生綜並びに生綜構域要素たるFibroin

及SeriGhnの比熟測牢を試みたのである。

　II．實験方怯
　本實験にはBunsen’s　ice　calorimeterを用ひた、而して0°Cの氷19i’at11’が0。　Cの水　　．

になるときの体積の攣化を0・09070c・G・叉0℃の氷1gra皿が0°Cの水になるに要する熟

量を80．025c乱Lとした。（瓢Tinlζe工1nεしnn）

　實験は大i氣申に放置のまXの翻ち一ttural　sta七eの繭贋叉は生紐等につき測定せるを以て此

等繭暦及生綜等は10％内外の水分を含有して居る從て此等繭暦或は生綜等の比熟の値はdry

s七a七eの値より遙に大であるべき故此等試料の含水量を出來るだけ正確に測定してdrアs七乱七eに

就ての比熟をも求めた、然しながら比熟測定中に於ける被験物の吸牧水分を求めるごとは甚だ

困雌であるから同欝験室内に放置した同種の豫備試料につき測定し此の値を以つて被駿物の含

水最とした、故に共の値な絶f本的信頼をおき得るものではない。何れ他H夏に吸水量の測定を

精密に行ぴ以てdry　s七ateに於ける比熟を決定したいと思ふ。因に本實験室内に於ける實験中

の試料の含水量は繭贋の雫均9％生糸及絹綜のンド均12％であつた。

　IXI．實験結果



1．繭層の比熱
　a，雄繭暦を雌雄別に分ろて比熟を調査して次の如き結果を得た。

　　　　　　　　　　第一表　（A）

噂　　　＿一　…　　　　　　　　國鑑支一〇五號×國ew日一一一一〇號（生繭暦）

雄

實験室内

温　渡三

　c19．5°

l

I

l

l

19．8“

灘　度

％
77

1

l

l，

1

77％

ヱF　　 均

比　熱

儲富）

0．360

0．321

0。338

0．369

0．387

0．356

O，355

雌

實験室内

湘，　度

　C18．8°
1

l

l

18。8°

灘　度

％
77

1

t

l

77％

亭　　 均

比　熱
（Gram－ca工orie）

0，369

0．293

0．319

　　脅
0．369幽

0．382

O．3di6

雌　雄　渦　含

蜜験室内

温度

u
18．7°

l

l

　1

19，ズ

灘　度

％
77

星

畳

1

1

7T％

耶　　均

比　熱

儲ぎ）

O．359

0．369

0．369

0，299　　　，

0。350

0、36轟

0．352

（B）

國鑑支一〇二號×國慧日一一〇號（生繭暦）

’　　，　　　雄

　實瞼室内

温　度

　19．0’C

　「

　1
　！

　1
　1D．7”C

灘　度

　％
　82

　i

　i

　I

　l
　82％

李　　 均

比　熱

儲富）

0．318

0．306

0．318

0，3藍0

0。327

0。403

O。335

　　　雌

實験室内

温　度

22．8℃

　L

　l

　l

22．8

灘　度

　％
　6d

　］

　1

　1
　6a％

耶　　 均

比　熱
（Gram－ca1Qrie）

O．372

0．368

0．379

0．300

0，290

0．34呂

、雌　雄　混　合

蜜　験 室　内 比　　熱

温度 灘　　度
（Giam．calorie）

1 2

22℃ 78％ 0，337

1 0，361

1 1 0．3虹

1 1 0，357

1 1 0，333

23° 78％ O，302

挙 均 0，338
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　　　　　（c）

　舩態
種別

Aの離
Aの雌
挙　　均

Aの雌雄混合

Bの・雄

Bの雌
李　、「均

Bの雌雄混合

Natural

stateに
方§けるbヒ熱し

0．355

0．3d6

O。351

0．35Z

0．335

0．3d2

0。339

O．338

　　　　　　　上表を見るに画獄支一一・〇五號×國慧臼一一〇號に

臨謄　於て離の燃燃り九又國繊一〇二號燗細
比勢．一一〇號に於ては反封剛・なる結果麗してゐる。測

O・295　．定値少き故噺定し得ざるも雌雄に於ては差異なしと見

O．287　　るべきものと思ふ。

0．29工

O．293

0．276　　　　b・乾繭暦即ち生繭に熟作用をせLlめた各種類の

O・285@　　繭層につき比熱を測定して第’2表の如き結某を得た。
o．2巨r

O．279

　　　　第ご表　（A）

國　鑑　厭　℃五　、號

蟹験室　内

灘　　度

15．2℃

　E

　l

　l

　t

16。8°

濾　 度

80％

I

l

【

1

80

李　　　均

．比

熱

0、380

0．392

0。358

0。375

0．藍08

0。320

O．372

圃　i螺　鰍　七　號

喪験室内

澁　　慶

17　．0℃

　i

　I

　l

　l

工8．C｝°

灘　　慶

76％

l

l

l

t

76

2F・　　　均

比

熱

0。398

0。378

0．383

0．368

0．348

0．373

0．375

園　蟹’支　　七　號

實験　蜜内

況　 匿

17．0℃

　1

　1

　l

　t

17．’a°

灘　　度

77％

i

l

l

l

77

ユ艮　　　均

比

熱

O．402

0．335

0．356

0．330

0t392

0．325

O．357

長　　　　　皮

實験室内
温　　度

ユ6。6℃

　甚

　1

　I

　l

16。d°

灘　 度

78％
1

1

8

1

78％

zp　　　均

比

熱

0．368

0．332

0．337

0．364

0．庄12

0．337

O．358

國戴日　一〇七號

鍛験室内
温　　度

15．5℃

　I

　l

　l

l

15．9

灘　　慶

81％

1

1

t

∫

Sl％

準　　　均

比

熱

0．399

0．3庄3

0．3量5

0．a5生

o．343

0L365

O．353

國　　翻　丈　四　　號

貧験　室内

温　　度

16．2℃

　l

t

L

I7。2°

灘　　度

77％
t

I

l1

77％

Uis　　　均

比

熱

O．412

0．338

0．317

0．333

0．412

v，362
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）

國鰍載×醐姻貌　　　　　　　i・i”ma

實験室内

温　 度

16，6℃

1

量

1

薯

17．2°

灘　 度

、75％

　’

　l

　l

　∫

75％

耶　　　均

比　　　　　　　　品　種

熱　　　　　　　　　國　獄　欧　五　號

　　　　　　　　　國　憲　緻　七　號
O．37‘a

　　　　　　　　　國　鑑　寅　七　號
O．381
　　　　　　　　　長　　　　　　 寅
0．423
　　　　　　　　　國鑑日一一〇七號
0．355
　　　　　　　　　國　戴　寅　西　號
゜・365 @　　　國鰍三號×國搬四號
O．350　　　　　　　　　　＿

0．37d

李　　’　　均

Natural

state　に

於ける比熱

O。372

0．375

0．357

0．358

0．353

0．362

0．374

O、364

Dry　 state

に於ける
比　 熱

O．317

0β18

0．299

0．300

0．295

0．305

0．312

0．307

　上表に於て明かなる如く繭贋の比熟は共の差少きも品種を別になすことにより異なる。試

に上表のユド均を求めて見るに大氣中に放置せるまNの状態に於ける繭層の比熟は0．364無水

の1伏態にあつてはO，307を得る、故に繭綜は大約1ユa七ural　s七a七θで0，36　dry　stateで0．31

内外の比熟を荷するものと見るべきであらう。但し上述の結果は浬度ltj．2e（〕・－17．2℃のも

とに於て云ふものである。

c．生繭暦と乾繭暦の比熟の比較を試みて第3表の如き結果を得た。

第三表　（A）

國澱隊十七號×國慧支一〇五號（生繭暦）

實　験　　室　内

温　　　度

21、5℃

　l

　J

　I

　「

2　‘a　，on

灘　　 度

76％

I

l

l

l

76％

2詳　　　　均

比

熱

O．353

0．353

0．329

0．361

0．353

、0．2SO

O．338

國慰鰍十七ee　×一國鎧支一〇五號（乾繭暦）

實　験　室　内

漁　　　度

22．0°0

1

1

「

22．oq

漁　　 度

70％

T

i

I

l

70％

李　　　　均

比

熱

O．360

0，357

0．373

0．3生1

0．3dig

O．369

O．358
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國鐡支一〇五號x國ew　El　一一一（⊃號生繭暦

實　　験　　竈　　内

淵．　　　度

19．8”C

l

l

l

20．0°

灘　　　度

82％

1

l

l　・

1

82％

雫　　　’　　均

比

熱

0．36夷

O．350

0．346

0．395

0．327

0．327

0．352

國簸支一〇五號×國鎧日一一〇號乾繭暦

實　』験　　室　　内

流　　　　度

18．0℃

I

I

1

19。4°

灘　　　度

76％

l

l

1

76％

孕　　　　　均

比

熱

O．359

0．363

0。349，

0．367

0．387

0．330

O．359

（B）

國簸1欧一七號x
國瓢支一〇五號
國慧支一〇五號×
國獄日一・－0號

耶　　　　　均

生　　　繭　　　　層

Natural　s｛ate　に

於ける比熱

0．338

O。S52

O．345

Dry　state　に於

O？’る比熱

0．278

0．293

0，286

乾　　燥　　繭　　暦

Natural　stateに

於け’る比熱

0．358

O．S59

O．359

Dry　state　re於

　ける比熱

O、300

0．302

O。301

　帥ち何れも生繭暦の比熱の値小である。その平均はua七ural　stateに於ける生繭暦は　0．345

乾燥繭暦は0．359にしてdry　sta七eに於ては前者は0．286後者はO．301にして本實駿に於

ては熱作用を受けたる繭暦比熱は熟作用を受けざるものより4－5％大なる事を知るのであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　2。生懸め比熱
　（1）に於て比熟測定に用Vt7aと同種の繭より生綜を作り、その比熱を測定して次の如き結果を

得た。

　　　　　　　　　　　　　　　　第四表　　（A）

國． 煙浴@　支　　四　　號

實・験　室　内

温　　度

15．0℃

5

灘　　度

80％

1

比・

熱

O。33di

O．3dO

國　　獄　　歌　　七　　號

鷹験　霊　内

温　　度

13．庄C

I

灘　　度

80％

f

比

熱

O．34工

O．328

國懲　日　一　〇七號

賓駿　室　内

識　　度

15．2℃

灘　　度

78％

比

熱

O．314

0．329
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t

t

l

工5．6e

1

1

1

80％

聖　　　均

0．352

O．409

O．363

O。375

0．362

1

1

1

14．0°

l

l

l

80％

李　　　均

O．3d1

O，367

O，380

O．348

0．351

1

「

I

IG．4e

1

f

i

7B％

羅　　　均

0．335

0．420

0’396

0．3i1

0．356

　ny－”－ @　　　　　獺歓＿七號×國銀支＿〇五號　　　　　　　　　　（B）

實験室内

源劇灘度
　　　22．6℃

　　　1
。　　　l

　　　l
　　　l
　　　22．8°

64％
1

1

1

1

64％

挙　　　均

比　　　　　　＼　歌　態
　　　　　　　　　　　7v”』、＼＿

熱　　　　　　品　種　＼
（）．307　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醇珂　　　盤話1　　支　　　巨町　　　號

0．303

　　　　　　　　　國　鑑　鰍　七　號
O．338　　　　　　　　　－
0．358　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國　 震哉　　日　　一画　〇　七號

0．d・ao　　　　　　國瓢鰍一一ヒ號×
　　　　　　　　　國獄支一〇五號0，373

O．350　　　　　　　　　卒　　　　均

Natural

stateに方登風

ける比熱

0。362

O．351

O。356

O．350

O。355

Drアstate
に於ける

比熱

0．281

O。270

o．273

O．271

0．275

此の測定に於ける挙均値はna七uエal　stateに於て0．355　dxy　stateに於てO．275にしてPt

般に生縣の比熟は乾繭暦の比熟より少き傾向を有するものS如くである。

3・Fibroinの比勲　　
’

繭綜及生綜を精練し外圃のserieinを除去しだ絹綜の比熱を以つでfibroinの比熱とした故

に此の鵬合の　fibroin　は物現化墨的作用を藪回受けて居るから之より得た値を以つて眞り

fibvoinの比熱となす事は當を褐ぬかも知れぬ然し大なる差異あるものとは考へられぬ。測定せ

る結果は第五表の如くであつて大体の傾向を窺ひ得るものと思ふ。

第五表　（A）

國獄丈四號

蟹験室内

温慶 灘度

i7．9・e　176％

　i，

　1

　！

　1

18．5°

l

I

i

1

76％

亭　　　均

比

熱

0．359

O．296

0．383

0．339

O。34d

O．373

0．349

醐1螺歌三號×醐慧支四號

實鹸室内

淑慶

工8．5C

　t

　t

　l’

　1

18、9°

灘度

77％

I

I

I

I

77％

挙　　　均

比

熱

0．359

0．384

o．326

O。401．

O．401

0．387

0．367

國　鑑　殴　五　號

實　瞼　室　内

灘　度

18．ゴC

　1

　1

　1

　1

18．0°

漏　 度

77％

「

1

1

77％

単　　　均

比

熱

o。359

O、383

O．3d（J

0，3ユ5

0．369

0．349

0．35些
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（B）

＼＼　　　llた態

　　、＼、、h㍉

　品種　　＼＼

國蹴丈四聾

騒難舞・

圃賊欧五號

李　　均

］ITatural　state

に於ける比熱

0．349

O，367

0．551

0。357

　　　　　［　　　4，Sericinの比熱
Dry　8重a亡eに

於ける比熱　　　　　Eel”iCillの比熟1は飾roinの比

ユ漏凱罵徽漏 @　　熟、繭贋の比熟及繭暦申の費broiU

o・271　　　　の最、serieinの量を調査し以つて

O・291　　　　計算によtJ｝求めたのである、興の結

o．276　　　　果は次表の如く、serieiuの　dh’y

一　　　　　　　　　stateに於ける比熟はfibroin・生綜
o・279・ @　或は繭暦の比熱より大であつた。

第六表
ロくこ－s－

　　Ss－x
　　＼こr一攣
　　　　　へ
品　種’＼熱
　　　　　　　＼

図　想　支　四　號

騒騙舞・
國　獄　欧　五　號

zT”　　　　均

Dry　state　に　於　け　る

Sericin　　の

比　　　熱

O．389

0．363

039並

0．382

Fibroinの
Lb　　熱

0，271

0．291

0．276

0．279

繭　暦　の
比　　　熱

0．305

0．312

0．3×7

0。3工1

練

減

28，8％

29．0

3d．6

30．8

　Iv　総　　括
　a．繭暦の比熟は慧品鍾及熱作用を受けたるか否か等により異なるものS如くである。ll　・at　U－

r田s七a七eに於ける比熱の値は共の含有水分の爲にclry　s七a七eに於けるものより大である。

　本實験の範團に於て熱作用を一度受けた繭癬は生の釈態の比熱よりも4－5％大なる値をと

つた。na七ural　sta七eにあつては生繭屠は0，345乾繭操作を受けた繭暦にあつてはO．359．　dry

s七a七eに於ては生繭暦は0．286・乾燥繭暦は0．301の比熱を有せり。（温度15．2°C－－17．　2°Gの

もとに測定）而して雌雌別による差異は認め難き様である。　　　　　　　　　　．t

　b・生綜の比熱は本實験に於てはna七ural　s七a㌻eに於て0．355・dry　s七E七eに於てO．270「で

あっ掩。一般に生懸の比熱は乾燥繭暦の比熟より少き傾向を有せり。

　c，fibroinの娯の比熟を求むることは困難なるも大休na七uxal　s七a七eに於て0。357　dry

s七就6に於て0．279内外のものと考へらる。此の値は上述の生綜の比熟の値より大なるも之は

實験試料を異に音る爲である。Dietz氏に依れば雄綜の比熟0，331精練せる絹（fibroin）の比

熟0．331と同じ測定値を揚げてゐる。然し同一品種につき測定せる値を比較するならぽ生綜

の比熟の方大なる可きことはsericinの比熟がfibroinの比熱より大なるととから容易に考へ

得るであらう。

　d，sexicinの比熟は直接に測定し難い、故に繭暦及飾roi11の比熟と繭暦1：1：1のsericin及

fibroinの量を求め之等より闇接に算出した、其の結果Sθricinの比熱は飾工oi1L生綜．及繭暦の

何れの比熱より大なる値をとつた、帥ち本實験の範圃内ではdエys七ateに於ける値は0．382

であつた。
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　之れを要するに繭贋、生綜、練絹（・fi1〕ro　in）の比熱は獄品稲のみでなく乾繭、煮繭、繰綜等

の諸操作と密接なる關係あるものと薫ひ得べし。

　欄筆するにあたり懇篤なる御指導と校閾の勢を賜りたる原田敏槻並びに林敷授に衷心感謝の

意を表す。　（於．ヒ田翻綜專門撃校）

　　　　　業　　献

　1．　氣象常用表（第9版）A．90

2．“latheWs　：一’1’exti】e　m〕ers（9買）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和八年六月三十日受理）

Studies on Some Physical Properties of Raw Silk. 

(III) on the specific heat of cocoons, raw silk, fibroin and sericin.

Jun KUBOTA and Sekio KOZAKI.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　June　30．1933．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sumξ

　　　Whereas　many　studies　have　ever　been　published　concerning　the　physical

P・・perti…f・aw・ilk，　there　i…1y．・f・w　literatttres　ab・ut　the　presept

problem，　which　deal　hl　the　most　importan七properties　of　it．

　　　According　to　Dietz　the　specific　heat　of　raw　silk　and　boiled　off　sik　are

O．331ca1。（at　room　temperature），　and　M．Kjnoshita　found　for　raw　silk　O．315

（at　35°C）．　　　　　　　　　、

　　The　results　obtained　by　the　author　on　the　same　problem．are　as　follows：－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab工e　for　specific　heat　（1）

　　　　ム’［aterials　　ill

＼　　　　　differen亡　　　　　　conditions

VarietieS

　E．No．17．
×G．No．105．

　C．送「O．　105。

×J．No．110．

　C．Ne，102．
×J．No．110。

　C，No．　4．

　E．No．　5，

’E．No．　3．
×C．No．　4．

　E．No．　7．

　J．No．107．

　c．No．　7，

　CHσSHI

Average

IiR・w　C・・…．

NaturaI
stale

0．338

OL　352

9．338

一1・．3・3

Reduced
｛odrア

　sta1‘e

O，278

0．293

0，279

一

v．283

Cocoon　whicl
received　drying

　treatment．

Natural
state

O，358

0．359

一
O．362

0．372

0．9．　7d

O．375

0．353

0　，357

0．358

0．363

Reduced
to　dry

　state

0．300

O．301，

0．305

0。317

0．312

0．318

0。295

0．299

0．300

0．305

Raw　Sillく。

NaturaI

　sta亡e

0．350

O．362

Pt

O．351

0．356

0．355

Reduced
to　dry
　．量憩三皇．一、．

O．271

0．281

0．270

0，278

O．275

　Fibroin．
（boiled－off　8ilk）

Natural

s亡ate

O，349

0．354

0．367

O．357

Reduced
to　dry

　state

0．271

0．276

．0．291

一

0，279

Sericin．

Reduced
to　dry

　state

O．389

0，39盛

．0．363

一

0，呂82
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Tabre　for　specific　heat　（2）

　C，No．105．
×J．No。110．

・蹴：ll9：

♂

♀

ave「age

6
♀

ave「age

Natural

state・

0．355

0．3S6

O．351

0．335
0。3生2

O．339

穐d鷺　As　f°「the　ab…t・b1・・th・val…i・d・y

state　　　state　are　cal，culated　from　the　values　in

o，295　　　　　natural　state　substituted　the　quantity　of

°’287 @ab・・rb・d　w・t・…th，，。、。。。，，aw、ilk，，

o・291@　　　etc，　arld　for　sericin　the　values　is　calcula、

9：暑乙慧　　　　ted　from　the　specific　heat　of　fibroin　and

　　　　　　　　cocoon　after　the　　determination　of　the
O．281

　　　　　　　　percentages　of　bQth　fibroin　and　sericin　fn

（」’°Japanese・C…chin鵬E…European・）　　　　cocoon．　The　results　of　our　experiment

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　are　as　follows．

　　　　1．The　speci丘c　heat　for　cocoons　varies　with　the　varieties　of　the　silkwdrm

and　is　generally　affected　by　the　thermal　treatment．

　　　　2．　The　specific　heat　of　cocoon　in　the　natural　condition　are　greater　than

in　the　dry　condition，　Qwing　to　contained　water，　and　the　value　for　cocoon

which　received　the　thermal　treatment　are　4－5％greater　than　the　value　of　raw

cocoon．唱 mamely　on　the　natural　condition　the　specific　heat　of　raw　cocoolls　are

about　O．343　ca1．，　and　cocoon　whlich　thermal　treatrnent　have　its　value　of　O．363

caL，　while　in　dry　condition　the　former　O。283　caL，　and　the　latter　O，305　ca1．

（al　temperature　15．2℃－17．21C）．

　　　　3．Sexual　di▽ersity　of　the　silkworm、has　no　ef〔ect　on「the　value　of　the

specific　heat　of　cocoons．

　　　　4．Specific　heat　for　raw　silk　in　the　natural　state　ls　O355　ca1．，　and　ih

the　drying　state　O，275　ca1，．

　　　　5．Althσugh　accurate　determination　of　speci丘c　heat　for　fibroln　is　not　easy；

yet　we　yielded　the　value　of　O，357　ca1，　in　the　natura1　state　of　fibroin，　and　O．279

ca1．　in　the　dry　state．

　　　6．Sericin　has　the　greatest　va正ue　of　specific　heat　in　comparison　with　the

other　materials　mentioned　above，　and　is　yielded　the　value　of　O．382　ca1．，　in　the

dry　state．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　（Research　laboratory　oξsilk　manufacture，　the　Imperial　CoUege

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Serjculture　and　Silk・industry　Uyeda，　Japan．）


